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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第48期

第１四半期連結
累計期間

第49期
第１四半期連結
累計期間

第48期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（千円） 770,167 1,054,188 3,536,130

経常利益又は経常損失（△）（千

円）
△20,450 163,668 183,875

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（千円）
△18,322 109,360 115,782

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△21,328 113,448 127,758

純資産額（千円） 2,189,536 2,408,256 2,340,229

総資産額（千円） 2,895,123 3,362,316 3,240,201

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）（円）

△3.28 19.57 20.71

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ 19.39 －

自己資本比率（％） 75.4 71.5 71.9

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。
３．第48期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在
するものの１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

４．第48期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在し
ていないため記載しておりません。

　

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

（1）業績の概況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、欧州経済低迷の長期化、中国をはじめとする新興国経済の減速

及び原材料価格の上昇等による不安定要因はあるものの、新政権による経済・金融政策、日銀による量的・質的金

融緩和の効果に対する期待感から円安・株高の進行へと転じ、景況感は改善されつつあります。また、企業の設備投

資については徐々に改善の兆しが見えるものの、いまだ力強さに欠ける状況となっております。

　このような状況の中で当社グループ（当社、連結子会社及び持分法適用会社）は、日本及び米国における個人消費

の持ち直しにより米国向け自動車用、飛行機用、コントラクト・マーケット用の売上を大きく伸ばすとともに、国

内、米国及びＥＵ向け衣料用の販売が急増いたしました。　

この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は10億54百万円（前年同四半期比36.9％増）、営業利益

1億39百万円（前年同四半期は営業損失32百万円）、経常利益1億63百万円（前年同四半期は経常損失20百万円）、

四半期純利益1億9百万円（前年同四半期は四半期純損失18百万円）となりました。

用途別の業績は、次のとおりであります。

　①家具・車輌用

米国向けフォード、クライスラー、GMを始めとした自動車・トラック用の部品メーカーへの販売や、車輌用、航空

機用が増加し、コントラクト家具用、デンタルチェアーやホスピタル向け家具用も好調に推移いたしました。

この結果、家具・車輌用の売上高は7億52百万円（前年同四半期比29.2％増）となりました。

　②手袋用

海外向けゴルフ手袋用商品は"VS-03"タイプの販売が昨年度に続き減少しており、スポーツ用・乗馬手袋用商

品"Suprema"や"KN-8000"等の商品はOeko-Tex Standard100に対応した商品の改良・開発が市場の要望に対応でき

る状況になったものの、販売高の増加に貢献するには至りませんでした。　

この結果、手袋用の売上高は1億8百万円（前年同四半期比5.0％減）となりました。　

　③その他

長年停滞していた衣料用CATPRITASシリーズの需要が好調に推移いたしました。特に旭化成せんい株式会社のナ

イロンレオフィールを使用した"#6600 Fleure"の欧米向け販売が倍増しており、国内向けも同社のベンベルグ®

（キュプラ）を使用した"#7000 Finesse"、"#8800 Capritas"の販売が増加しております。また、ケース用・雑貨用

も堅調に推移しております。

この結果、その他の売上高は1億79百万円（前年同四半期比194.8％増）となりました。

　

（2）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、18百万円であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 27,200,000

計 27,200,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,800,000 6,800,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

1,000株

計 6,800,000 6,800,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年４月１日～　

平成25年６月30日　
－ 6,800,000 － 415,500 － 240,120

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　1,210,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　5,582,000 5,582 －

単元未満株式 普通株式　　　8,000 － －

発行済株式総数 6,800,000 － －

総株主の議決権 － 5,582 －

　

②【自己株式等】

 平成25年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

第一化成株式会社
東京都八王子市明神

町三丁目20番６号
1,210,000 － 1,210,000 17.80

計 － 1,210,000 － 1,210,000 17.80

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号に基づいて作成しております。　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、九段監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 864,259 890,314

受取手形及び売掛金 1,082,586 1,160,607

商品及び製品 257,369 231,780

仕掛品 27,009 32,236

原材料及び貯蔵品 63,960 72,354

繰延税金資産 39,513 54,195

未収還付法人税等 22 0

その他 30,461 33,772

流動資産合計 2,365,184 2,475,260

固定資産

有形固定資産 497,938 490,722

無形固定資産 12,838 11,651

投資その他の資産 364,240 384,680

固定資産合計 875,017 887,055

資産合計 3,240,201 3,362,316

負債の部

流動負債

買掛金 219,015 230,809

短期借入金 ※
 300,000

※
 300,000

1年内返済予定の長期借入金 60,960 56,160

未払法人税等 49,002 68,072

賞与引当金 26,152 43,733

役員賞与引当金 12,000 3,000

その他 86,402 114,952

流動負債合計 753,533 816,728

固定負債

長期借入金 10,440 －

退職給付引当金 86,740 86,143

役員退職慰労引当金 47,900 49,530

繰延税金負債 1,358 1,658

固定負債合計 146,438 137,331

負債合計 899,972 954,059

純資産の部

株主資本

資本金 415,500 415,500

資本剰余金 240,120 240,120

利益剰余金 2,258,193 2,328,427

自己株式 △588,303 △588,303

株主資本合計 2,325,509 2,395,743

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,231 3,395

為替換算調整勘定 2,544 6,468

その他の包括利益累計額合計 5,775 9,863

新株予約権 8,943 2,649

純資産合計 2,340,229 2,408,256

負債純資産合計 3,240,201 3,362,316
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 770,167 1,054,188

売上原価 691,064 797,870

売上総利益 79,102 256,317

販売費及び一般管理費 111,342 116,994

営業利益又は営業損失（△） △32,239 139,322

営業外収益

受取利息 3 0

受取配当金 759 761

仕入割引 1,534 2,158

持分法による投資利益 10,094 20,142

その他 805 2,064

営業外収益合計 13,197 25,127

営業外費用

支払利息 1,313 753

その他 95 29

営業外費用合計 1,408 782

経常利益又は経常損失（△） △20,450 163,668

特別利益

新株予約権戻入益 － 7,338

特別利益合計 － 7,338

特別損失

固定資産除却損 60 31

特別損失合計 60 31

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△20,511 170,974

法人税、住民税及び事業税 8,631 76,564

法人税等調整額 △10,820 △14,949

法人税等合計 △2,188 61,614

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△18,322 109,360

少数株主利益 － －

四半期純利益又は四半期純損失（△） △18,322 109,360
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△18,322 109,360

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △742 163

為替換算調整勘定 △2,262 3,924

その他の包括利益合計 △3,005 4,087

四半期包括利益 △21,328 113,448

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △21,328 113,448
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

当第１四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理はありません。　

（四半期連結貸借対照表関係）

※　当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行３行と当座貸越契約を締結しております。この契

約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

当座貸越極度額 1,300,000千円 1,300,000千円

借入実行残高　 300,000 300,000

　差引額 1,000,000 1,000,000

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費は、次のとおりであります。　

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

減価償却費 16,486千円 14,360千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月26日

定時株主総会
普通株式 39,126 ７  平成24年３月31日 平成24年６月27日利益剰余金

　　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年６月25日

定時株主総会
普通株式 39,126 ７　  平成25年３月31日 平成25年６月26日利益剰余金

　　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自

平成25年４月１日　至平成25年６月30日）

当社グループは、合成皮革製品の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（金融商品関係）

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

（有価証券関係）

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。　

（企業結合等関係）

該当事項はありません。

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

半期純損失金額（△）
△3円28銭 19円57銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
△18,322 109,360

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（千円）
△18,322 109,360

普通株式の期中平均株式数（株） 5,589,453 5,589,453

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額　 － 19円39銭

（算定上の基礎）         

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（千株） － 51

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－

　

－

　

（注）　前第１四半期連結累計期間については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失金額であるため記載

しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月９日

第一化成株式会社

取締役会　御中

九段監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 大網　英道　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 光成　卓郎　　印

　
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている第一化成株式会社
の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成
25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連結財
務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任　
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結
論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して
四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、
分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論　
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、第一化成株式会社及び連結子会社の平成25年６月30日現在の財政状態及
び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要
な点において認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上
　
　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告
書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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